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安全委員会の久木田委員長代理による質問に対する原子力安全・保安院の２０１２．３．１３

付回答「原子力安全基盤機構における検討から、設計に用いる地震動を大きく超えるような地震

動（Ss の 2 倍を超える約 1,560 ガルの地震動）に対して、許認可上の許容時間（2.2 秒）程度

で制御棒が全挿入される」という内容が本当かどうか、基盤機構の上記資料をチェックする。 
 基盤機構資料では、第５章で試験装置による試験結果が、第６章でその試験結果を踏まえて実

機について行った解析結果が記載されている。 
 
５． 実機試験 
５．２．３ 地震波加振試験 

地震波加速時の制御棒挿入時間計測結果は、

右表で与えられている（p.5.2.3-23）。 
  このとき、S2=473 ｶﾞﾙとされている。また、

地震動なしのときの制御棒挿入時間（初期値）

は、次の値(p.5.2.3-21）。 
  
 
  

表 5.2.3.5-1 のうち、流水時のデータは右図

のグラフ(p.5.3.3-25)が示す値と事実上よく

一致している。 
 そこで、これらのデータに対応する制御棒

挿入時間を次の方式で計算する。  

 
 結果は右下表となり、3.3S2=1561 ｶﾞﾙのと

き、流水時の制御棒挿入時間＝2.29 秒となる。 
 
★保安院の上記回答に「実機サイトのＳ２包絡波（473gal）
の 3.3 倍までの実験を行い、許認可上の許容時間(2.2)程度

で問題なく挿入されることが確認されている」と書かれて

いるのは、このことだと思われる。 
 ただし、この数値はあくまでも試験装置での挿入時間で

あり、大飯３・４号のような実機とは条件が異なっている。 

加振レベル 挿入時間 
静水時 

挿入時間 
流水時 

0S2=0 ｶﾞﾙ 1.31 秒 1.44 秒 
1.0S2=473 1.47 1.60 
2.0S2=946 1.63 1.79 
3.0S2=1419 1.85 2.10 
3.3S2=1561 1.89 2.29 

注：例えば流水時で 1.0S2=473 ｶﾞﾙのとき、

表 5.2.3.5-1 の下部に書かれている式より、 
 （計測時間－初期時間）／初期時間=0.11 
となり、初期時間＝1.44 なので、 

計測時間＝初期時間×（1+0.11）=1.60 

初期値 静水時：1.31 秒 
    流水時：1.44 秒 

p.5.2.3-23 

p.5.3.3-25 
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 では、大飯３・４号のような実機の場合にはどうなるか。それはこの資料の第 6 章で、時刻歴

解析法による解析結果が示されているので、それを次に検討する。 
 
６． 実機代表プラント環境下への適用（p.6.1-1） 
6.1.1 試験と実機条件の相違点 
◆試験と実機条件の相違点は右

の表 6.1.1-1(p.6.1-2)にまとめ

られている。 
 
実機条件で、時刻歴解析法によ

り解析した結果が図 6.4.4-1
（p.6.4-11）に示されている。

その数値データはp.6.4-10に書

かれていて、下表のようになっている。 

 
 これらのデータより、2 点(1.0S2,25)、
(3.0S2,90)を通る直線を引き、その直

線上の値で、700 ｶﾞﾙ、2.0S2=946 ｶﾞﾙ、

3.3S2=1561 ｶﾞﾙのときの値を求める（線形推定）。この線形性が成り立っているのは、グラフか

ら一目瞭然である。その時間遅れ比(%)からさらに、上記と同じ方法で制御棒挿入時間を求める（時

間遅れ比をｘ、挿入時間をｙとすると、ｙ＝1.63×
(1+x/100)）。 
 その結果は右表のようになる。大飯３・４号のよう

な実機の場合には、制御棒挿入時間は 1561 ｶﾞﾙで 3.26
秒にもなり、とても「2.2 秒程度」になるとは言えな

い。それどころか、大飯３・４号の現行基準地震動 700
ｶﾞﾙで 2.29 秒となり、すでに基準値の 2.2 秒を超える

のである。 
 
 
★これらの結果、「Ss の 2 倍を超える約 1,560 ガル」で「許認可上の許容時間（2.2 秒）程度」

に納まるかのような言い方が如何にごまかしであるかは明白である。Ss(700 ガル) は試験ではな

く、試験に基づく実機の解析の方を指しているので、1560 ガルでの挿入時間は 3.26 秒となるか

らである。大飯３・４号はこのようなごまかしでストレステストに合格し、運転が了承されたこ

とになる。 

地震条件(ｶﾞﾙ) 時間遅れ比(%) 
0S2=0 0 

1.0S2=473 25 
3.0S2=1419 90 
4.0S2=1892 130 

初期時間(地震なし時の挿入時間)：1.63 秒 

地震条件 時間遅れ比(%) 挿入時間 

0S2=0 gal 0 1.63 
1.0S2=473 25 2.04 

700 40.6(線形推定) 2.29 
2.0S2=946 57.5(線形推定) 2.57 
3.0S2=1419 90 3.10 
3.3S2=1561 99.8(線形推定) 3.26 


